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検査をめぐる動向
【国の方針】

感染拡大を防止しながら日常生活や経済社会活動を継続できるよう行動制限の緩和の取組を進めていく

感染対策と日常生活の回復の両立に向けて、将来の緊急事態宣言やまん延防止等重点措置等の下
においても、感染リスクを低減させることにより、飲食やイベント、人の移動等の各分野におけ
る行動制限の緩和を可能とする。

国民の仕事や生活の安定・安心を支える日常生活の回復

大阪府による無料検査事業
①ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業
②感染拡大傾向時の一般検査事業



無料検査事業の概要
ワクチン・検査パッケージ等定着促進事業 感染拡大傾向時の一般検査事業

検査目的
ワクチン・検査パッケージ制度等を利用する
ために必要となる検査

都道府県知事の要請(特措法に基づく)を受け
て行う検査

対象者

・基礎疾患、副反応の懸念等健康上の理由な
どによりワクチン接種を受けられない者
・12歳未満の子ども

感染リスクが高い環境にある等のため感染不
安を感じている無症状の住民
(ワクチン接種問わず)

令和4年3月末まで、無料で検査
(ワクチン・検査パッケージの定着促進のため)

都道府県知事の判断で事業実施
無料検査

検査の種類
・PCR検査など・・・検査結果有効期限：検体採取日より３日以内
・抗原定性検査・・・検査結果有効期限：検査日より１日以内

検査実施者 ・医療機関、薬局、民間検査機関等（要登録）
(ワクチン・検査パッケージ制度の適用を受ける飲食店やイベント主催者等の事業者も抗原定性検査は実施可能)

感染拡大傾向時、ワクチン・検査パッケージ
の実施体制を活用して検査を拡大する



フローチャート



フローチャート



無料検査実施事業の流れ
実施事業者の登録

無料検査体制の整備

無料検査の実施
①検査受付
②検査の実施
③結果の通知

定期の報告(毎週)

実績報告・検査費用等の補助金申請

補助金振込

準備
・場所の準備
・必要資材の準備
・検査管理者の配置

(受検者数、陽性者数等)

(検査件数、結果データ、必要経費等)



【準備】 検査の実施場所
・受検者の自己採取等に支障のないよう他の場所とわけられていること。
・同時に複数の受検者の検体採取を実施する場合は、検体採取スペース内で、
受検者同士の動線が交錯しないよう工夫すること。
・同時に複数の受検者の検体採取を実施する場合は、感染防止の観点から受検
者同士が１ｍ程度の距離を取ることができ、プライバシーの配慮のため受検
者同士が仕切られていること。
・検体採取時に、受検者と検査管理者の間に十分な距離が確保されているか、
隔たりを設けていること。
・検査管理者が検体採取の様子を確認することができる程度の明るさを確保す
ること。
・機械設備（空気調和設備、機械換気設備）又は窓やドアの開放による換気が
行われていること。



【準備】 検査の実施場所



検査の流れ ①検査受付

受検者の来局

申込書記入

本人確認

確認事項の説明

検査実施

結果交付



検査の流れ ②検査実施（１）
【１】検体採取
①スワブ(鼻腔用綿棒)を鼻腔約２cmのところまで挿入する。
②鼻腔壁を擦るように５回転させ、その後５秒間静置し、湿らせる。
③綿棒の先端が他の部分に接触しないように取り出し、そのまま反対側の鼻腔
でも同様に採取する。



検査の流れ ②検査実施（２）
【２】検体を検査液に移す→ろ過フィルターの装着/検査液の滴加
①検体抽出液のアルミシールをはがす
②検体を採取した綿棒を検体抽出液に浸し、中部の外側から綿球部分をつまんで、検体が十分に
浮遊させるために綿棒を回しながら上下に動かして数回撹拌する
③チューブの上から綿球部分をつまんで、綿球より試料を絞り出しながら綿棒を引き抜く。
④試料ろ過フィルターを装着する
⑤ゆっくりと逆さまにし、チューブをつまんでデバイスの試料滴加穴に３滴滴下する。
⑥定められた時間だけ静置する。



検査の流れ ②検査実施（３）
【３】検査結果の確認
定められた時間静置後結果を確認する

陽性 ２本のラインが見えている
陰性 Cの下にラインが見えている
無効 Cの下にラインが見えていない



検査の流れ ③結果交付(陰性証明必要時)

結果通知書を用いる

注意事項の説明
を行う



検査の流れ ③結果交付(陰性証明不要時)

陰性を証明するもので
はない！



イソノ薬局での検査結果
検査数 陽性者数

1/31～2/6 10 ０

2/7~2/13 31 ２

2/14~2/20 36 ２

2/21~2/27 13 ０

2/28~3/6 14 ０

3/7~3/13 ５ ０

3/14~3/20 ５ ０

3/21~3/27 3 ０

3/28~3/31 10 ０



医療機関との連携
検査結果が陽性となった場合に備えて、紹介先として受診可能な医療機関
（新型コロナウイルス感染症の検査・診断・治療を行う医療機関）又は受
診・相談センターの把握し、提携に努める。

●確実に医療機関につなぐ
●受診したかどうかまでフォローする



最後に…「街の薬局」の機能について
この無料検査事業を通して「街の薬局」としての機能について考えたい。
地域の公衆衛生を守る役割を担うのは「街の薬局」の使命であると言っても過
言ではない。
場所の確保、日頃から利用している患者や従業員の感染リスク等様々な事情が
あり、安易にコロナ検査事業を受け入れることができないのは理解できる。

しかし、調剤だけ行うのではなく、検査やワクチン接種もふくめて疾患予防や
健康管理を担い、地域住民の健康に関するファーストアクセスとなることを目
指すのであれば、このコロナ検査事業に取り組むべきであると思う。
また、ワクチンの調製業務、新型コロナウイルス治療薬の置き配といった新た
な業務も町の薬局が一丸となり取り組むべきであると思う。



ご清聴ありがとうございました


